南病棟チームカンファレンス記録
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＜連絡事項＞
・CDユニット冷房→暖房に切り替えになっています。
＜部屋移動＞
・飛鳥　サト様～観察室→102号室へ移動。
・鎌田　隆子様、西塚　幸子様～102号室→103号室へ移動。
＜患者様連絡事項＞
・盛田　豊實様～10/8、深夜帯にて茶褐色の嘔吐あり潜血反応（3＋）であった事主治医へ報告している。食止め、内服継続、点滴キープの指示。オメプラゾール1A+生食20ml　1日2回。また10/9、船場Drへ診察依頼していくよう指示あり。家族状態報告済み。
・服部　英喜様、田名部　清一様～南山苑の訪問調査終了。
・大澤　廣子様～特養「修光園」の訪問調査が、10/12　14：00～となっている。
・奈良　ソヨ、大澤　廣子様～インフルエンザワクチン接種している。
・新井　敏広様～粗暴性変わらずあること主治医へ報告。今夕より臨時薬のリスペリドン内用液0.5ml➝1mlへ増量し、7日分処方となる。
・佐々木　ハル様～介護保険（更新）認定調査が10/14（水）14：00～となっている。
・村田　昌弘様～特養えんぶり物語のショート受け入れ可。10/16（金）9：30に施設の車が来て、10：00発。みちのく記念病院が提携医のため、診療情報提供書「石山隆Dr宛て」、サマリー、退院時処方2週間分必要とのこと。
＜田名部Dr診察＞
・橋本　喜久子様～リスペリドンOD　0.5㎎➝1㎎へ増量。他、同内容で7日分処方。
＜金Dr診察＞
・服部　智子様～夕方から帰宅・電話要求等あり、入眠までに時間要すこと報告。本日～リスペリドンOD（2）1T　1×夕/8日分処方。他臨時薬、同内容で7日分処方。
・河原木　きみゑ様～腹痛の訴え持続しているが、入院前より心気的な訴え多く聞かれていた為経過観察の指示。
・戸耒　茂様～下肢の浮腫みは軽減傾向。心疾患、重度の貧血あるため、リハビリは立位など負荷をあまりかけないようにとのこと。
＜皮膚科診察＞
・舛森　市太郎様～左下腿　発赤・腫脹の範囲縮小。軟膏処置は継続。点滴は本日で止め、明日よりレボフロキサシン（500）1T　1×朝/5日分処方となる。
＜要注目患者様＞
・木村　茂　様～血圧低値は持続、他バイタルサイン異常無し。経管栄養トラブルなく施行。日中ベッドから起き上がりあり介入要している。
・飛鳥　サト様～昨日下痢便あったが、本日は見られず。食事も介助にて各食全量摂取している。
・本木　貞子様～昨日37℃台の微熱で経過しているが、日中は発熱無し。
・盛田　豊實様～体温37.8℃、他バイタルサイン異常無し。嘔気・嘔吐もない。内服は、茶寒天にて服用出来ている。夜間浅眠で経過、日中は傾眠傾向の為介入している。
・山田　石見様～深夜帯にて白湯100㎖増量している。尿混濁・浮遊物は持続して見られている。

・高橋　千代子様～下痢便（未消化便）は持続して見られる。食事は各食1/3のみの摂取。自室が分からなくなる事あり介入要している。
・戸耒　茂様～大声あげる事なく、車椅子に離床し過ごすも落ち着ている。
・大渡　勝男様～徘徊あるも、他問題行動は見られず。
・角谷　守通様～ケア時の拒否や抵抗なく、対面時落ち着ている。
・田中　稔美様～食事は介助にて各食1/2摂取する事出来ている。点滴トラブルもない。
・新井　敏広様～朝食は全量摂取。昼食は拒食、また内服促すも吐薬見られている。介入時、易怒性・またスタッフへの粗暴性も持続して見られている。引き続き、精神症状の観察を行っていく。
・館合　寛様～昨日準夜帯にて不穏時使用し、以降良眠で経過。朝食時、覚醒状態不良さあり痛み刺激には反応見せている。嚥下不良さまた痰がらみあり、適宜に吸引にて対応している。
